


　
ま
た
、
山
本
さ
ん
は
、
秋
の

叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。
約
39
年
間
、
教
員
と

し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会

科
指
導
に
力
を
入
れ
、
真
摯
に

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
っ

て
き
た
こ
と
、
退
職
後
は
、
有

間
皇
子
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
な
が
ら
、
多
く
の
郷
土

誌
の
編
纂
に
携
わ
る
な
ど
郷
土

の
歴
史
家
と
し
て
活
動
し
た
こ

と
を
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ほ
ど
和
歌
山
地
方
法
務

局
と
和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
共
催
し
て
行
っ
た
第

27
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
県
大
会
で
、
上
南
部

中
３
年
、
佐
々
木
竜
一
く
ん
の

作
文
「
戦
争
と
今
後
」
が
奨
励

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
日
高
地
方
租
税
教

育
推
進
協
議
会
と
御
坊
税
務
署

が
共
催
し
て
行
っ
た
平
成
19
年

度
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
次
の
生

徒
た
ち
が
入
選
し
ま
し
た
。

●
優
秀
賞
　
▽
田
上
聖
都(

南

部
中
２
年)

「
僕
達
の
未
来
を
作

ろ
う
税
金
で
」、
▽
冨
貴
一
誠

(

同
３
年)

「
支
え
よ
う
み
ん
な

の
く
ら
し
税
金
で
」、
▽
中
島

早
弥
子(

上
南
部
中
２
年)

「
納

め
よ
う
暮
ら
し
に
役
立
つ
税
金

を
」

●
佳
作
　
小
松
智
香(

南
部
中

１
年)

、
上
野
雄
平(

同
２
年)

、

熊
代
大
地(

同
２
年)

、
横
畑
結

規(

同
２
年)

、
泰
地
美
緒(

同

▼
畑
﨑
龍
定(

79)(

堺)

　
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
を
助

け
た
り
、
各
研
修
会
で
子
育
て
の

大
切
さ
を
訴
え
る
な
ど
、
次
世
代

育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
昔
話
を
手
づ
く
り
の

紙
芝
居
で
紹
介
す
る
な
ど
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▼
山
﨑
豊
吉(

90)(

東
本
庄)

　
独
学
で
切
り
絵
を
学
び
、
長

年
、
町
内
や
近
隣
市
町
村
の
各
公

民
館
な
ど
の
切
り
絵
教
室
の
講

師
を
務
め
ま
し
た
。
切
り
絵
を
通

じ
て
、
学
ぶ
楽
し
さ
、
工
夫
す
る

楽
し
さ
を
広
め
、
今
日
の
公
民
館

活
動
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

▼
勝
股
文
夫(

76)(

清
川)

　
紀
州
備
長
炭
指
導
製
炭
士
と

し
て
後
継
者
の
育
成
に
努
め
、
ま

た
、
20
年
近
く
地
元
の
中
学
生
に

炭
焼
き
体
験
を
指
導
す
る
な
ど
、

製
炭
業
界
だ
け
で
な
く
、
生
涯
学

習
の
分
野
で
も
指
導
者
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▼
後
藤
清(

79)(

東
吉
田)

　
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
の

千
里
の
浜
で
、
20
年
以
上
に
わ
た

り
保
護
活
動
や
調
査
研
究
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

産
卵
観
察
会
な
ど
を
通
じ
て
、
自

然
保
護
の
大
切
さ
、
環
境
保
全
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

人
も
共
に
考
え
た
い
。
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
連
携
し
て
、
自
ら
学

び
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
運
を

高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
み
な
べ
学
び
功
労
者

表
彰
、
人
権
標
語
入
賞
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
た

方
た
ち
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
み
な
べ
学
び
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

▼
柏
木
徳
秋(

88)(

東
神
野
川)

　
高
城
地
区
高
齢
者
学
級
の
会

長
と
し
て
、
学
級
生
と
共
に
、
公

民
館
や
学
校
で
し
め
縄
や
わ
ら

草
履
づ
く
り
な
ど
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
高
城
小
学
校

で
の
指
導
は
30
年
以
上
続
い
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
元
気
な
演
奏
と
ピ
ッ

コ
ロ
合
唱
団
の
息
の
あ
っ
た
合

唱
で
始
ま
り
、
来
場
し
た
約
２
０

０
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
山
田

五
良
町
長
が
「
町
民
み
ん
な
で
一

日
一
日
の
学
び
を
大
切
に
し
て
、

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
け
た
ら
と
思
う
。
共
に
教
養

立
町
・
み
な
べ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」、
寺
谷
崇 

町
教
育
委
員
長
が

「
ま
な
び
の
意
義
を
子
ど
も
も
大

23

　
み
な
べ
町
教
育
委
員
会
は
、

今
年
か
ら
11
月
11
日
を「
み
な
べ

学
び
の
日
」、
11
月
の
１
か
月
間

を
「
み
な
べ
学
び
月
間
」
に
制
定

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、

11
月
10
日(

土)

、
み
な
べ
学
び
の

日
制
定
記
念
式
典
を
ふ
れ
愛
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド

▼
山
本
賢(

79)(

芝)

　
長
く
文
化
財
保
護
審
議
委
員

長
を
務
め
、『
南
部
町
史
』『
南
部

川
村
戦
後
五
十
年
史
』
の
編
纂
に

あ
た
り
ま
し
た
。
郷
土
の
歴
史
家

で
あ
り
、
ま
た
、
南
部
長
寿
大
学

長
や
歴
史
講
座
の
講
師
を
務
め

る
な
ど
、
生
涯
学
習
の
振
興
に
寄

与
し
て
い
ま
す
。

柏木徳秋さん

勝股文夫さん後藤　清さん

畑﨑龍定さん山﨑豊吉さん

山本　賢さん

　「
人
権
を
考
え
る
啓
発
標
語
」

に
入
賞
し
た
皆
さ
ん
と
そ
の
作

品
は
次
の
通
り
で
す
。

　
な
お
、
標
語
募
集
に
あ
た
っ

て
、
２
４
２
人
か
ら
３
８
３
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■
小
学
生
の
部

●
特
選
＝
松
本
啓
太(

清
川
小
３

年)

「
い
じ
め
を
止
め
る
、
ゆ
う
気

の
あ
る
子
」

●
入
選
＝
中
家
み
な
よ(

同)

「
友

だ
ち
の
言
葉
一
つ
で
元
気
出
る
」

■
中
学
生
の
部

●
特
選
＝
中
瀬
竜
也(

清
川
中
２

年)

「
ま
も
ろ
う
ぜ 

ひ
と
つ
し
か

　このほど梅干製造業、玉井
毅一さん( 山内) が食品衛生
功労により厚生労働大臣表
彰を贈られました。玉井さん
は長年、梅干製造業界だけで
はなく、飲食業界全体の食品
衛生水準の向上に努力して 玉井毅一さん

な
い 

こ
の
い
の
ち
」

●
入
選
＝
▽
前
芝
早
紀

(

同)

「
気
づ
こ
う
よ
近
く

で
出
し
て
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」、

▽
前
田
紗
希(

高
城
中
２

年)

「
あ
い
さ
つ
は
言
わ

れ
る
前
に
自
分
か
ら
」、

▽
中
川
実
宣(

上
南
部
中

３
年)

「
広
げ
よ
う 

み
ん

な
の
優
し
さ
思
い
や
り
」

■
一
般
の
部

●
入
選
＝
平
房
躬(

熊
瀬

川)

「
家
庭
か
ら
地
域
か

ら
皆
ん
な
人
権
守
る
ま

ち
」

こられたことを賞されたものです。

記念式典に出席した人権標語入賞の皆さん

３
年)

、
田
口
あ
ゆ
み(

同
３

年)
、
森
田
彩
咲(

同
３
年)

、
龍

神
雅
仁(
同
３
年)

、
岡
本
千
鶴

(

上
南
部
中
１
年)

、
佐
々
木
一

洋(

同
１
年)
、
小
谷
佳
奈(

同

２
年)

、
前
山
紗
里(
同
２
年)

、

佐
々
木
竜
一(

同
３
年)
、
東
光

沙
也
加(

同
３
年)

、
服
部
春
香

(

同
３
年)

、
道
京
瞭
太(

高
城

中
１
年)

、
中
村
拡
樹(

同
２

年)

、
前
田
安
衣
梨(

同
３
年)

、

平
山
靖
菜(

清
川
中
２
年)

、
田

中
里
奈(

同
３
年)

　
こ
の
ほ
ど
日
高
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
と(

社)

御
坊
納
税
協

会
が
共
催
し
て
行
っ
た
平
成
19

年
度
「
中
学
生
税
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
、
次
の
生
徒
た
ち

が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
河
本
彩
夏(

南
部
中
２
年)

、

楠
本
紋
加(

同
２
年)

、
爰
川
亜

有
美(

同
３
年)

、
芝
本
裕
平

(

上
南
部
中
１
年)

、
平
本
沙
希

(

同
２
年)

、
中
川
実
宣(

同
３

年)

、
越
本
芽
衣(

高
城
中
２

年)

、
畑
浦
千
穂(

同
２
年)

、
市

井
菜
緒(

清
川
中
２
年)

、
山
村

未
沙(

同
２
年)

↑

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の

元
気
な
演
奏

ピッコロ合唱団の息のあった合唱



4
5

４年・１位＝棒引珠理90㌢、

●５年・１位＝内中さつき・

森本瑠加・尾崎紀子70㌢、●

６年・１位＝川口実希１㍍

15、２位＝楠本みずき

◆ボール投げ　●１年・１位

＝池端友香10㍍36、２位＝津

村星乃心、●２年・１位＝三

前英恵14㍍68、２位＝中家美

音、●３年・１位＝築山杏菜

16㍍42、●４年・１位＝棒引

珠理14㍍80、●５年・１位＝

森本瑠加22㍍20、２位＝尾崎

紀子
■中学生男子の部

◆１００㍍走　１位＝花野

涼介(南部)12秒２、２位＝谷

川祐生(同)

◆２００㍍走　１位＝谷川

祐生28秒３、２位＝葛城元

(南部)

◆８００㍍走　１位＝西山

航平(上南部)２分25秒１、２

位＝谷川祐生

◆１５００㍍走　１位＝関

本成晃(上南部)５分21秒９、

２位＝中嶋大(同)

◆３０００㍍走　１位＝中

村拡樹(高城)11分14秒０、２

位＝中嶋大

◆１１０㍍ハードル走　１

位＝三ツ森卓哉(南部)21秒

■小学生男子の部

◆１００㍍走　●３年・１位

＝沖見史哉(南部)17秒８、２

位＝二葉達郎(同)、●５年・

１位＝西川哲平(南部)17秒

０、●６年・１位＝中村心哉

(岩代)15秒５

◆８００㍍走　●３年・１位

＝沖見史哉３分31秒４

◆１５００㍍走　●６年・１

位＝中村心哉５分52秒９

◆走幅跳　●３年・１位＝二

葉達郎２㍍７、●４年・１位

＝原晴希(清川)３㍍14、２

位＝松下隆斗(同)、●６年・

１位＝中村心哉３㍍60

◆走高跳　●４年・１位＝原

恵、●３年・１位＝

築山杏菜18秒８、

２位＝古久保朋佳

(南部)、●４年・１

位＝棒引珠理(南

部)17秒５、●５

年・１位＝森本瑠

加(南部)20秒１、

２位＝内中さつき
(同)、●６年・１位

＝川口実希(南部)・

楠本みずき(同)15

秒５、２位＝二葉

菖(同)

　11月４日(日)、第２回みな

べ町民スポーツ大会(町体育

協会主催)が町民運動広場、

共和球場、上南部小学校体育

館などで開催されました。 (※

陸上競技のみ10月20日(土)に

開催)

　今年も小学生からお年寄り

まで約５５０人が参加して、

熱戦を繰り広げました。

　各種目の１位、２位の皆さ

んを紹介します。　〔敬称略〕

６、２位＝森田広輝(同)

◆三段跳　１位＝阪口哲哉

(南部)10㍍80、２位＝大﨑達

也(同)

◆走幅跳　１位＝花野涼介

５㍍40、２位＝山本俊樹(南

部)

◆走高跳　１位＝花野涼介

１㍍65、２位＝阪口哲哉

◆砲丸投　１位＝松川宗暉

(南部)９㍍18、２位＝阪口哲

哉
■中学生女子の部

◆１００㍍走　１位＝中島

可南子(上南部)14秒９

◆２００㍍走　１位＝中島

可南子35秒０

◆８００㍍走　１位＝中島

早弥子(上南部)２分51秒１、

２位＝池添美紗貴

(同)

◆１５００㍍走　１

位＝中島早弥子５分

41秒６、２位＝池添

美紗貴

◆１００㍍ハードル

走　１位＝中島可南

子18秒７、２位＝花

村智子(南部)

◆走幅跳　１位＝山

添夏実(南部)３㍍82、

２位＝坂井美咲(同)

◆走高跳　１位＝花

村智子１㍍30、２位

小田恵美、金川紗央里、嵜山

友己)、▼２位＝リオン(坂本

純一、清水勝則、米沢弘喜、

湯川功、清水禎子、米沢美智

代、吉本光子)

■８チーム参加

▼１位＝高城(大前崇、土井

政啓、谷前政宜、井戸昭人、

金川博巳、大畑佳久、樫本康

弘、伏見守生、龍神賢吾、山

本実、山本篤、船谷長弘、広

野豊、下浦学、下浦智久、越

本進男、締川義男)、▼２位

＝東吉田(森健一、片山拓、西

端俊彦、三木秀夫、谷正行、

西原邦男、宮本浩樹、辻弘

明、辻岡光司、高井俊三、

楠本修三、藤野和也)

■12チーム参加

▼１位＝熊岡Ｂ(西本正

男、畑崎清弘、楠本正一、

大木政敏、森岡晴美、西本

貞子、西本冷子)、▼２位

＝受領(亀山昭夫、二葉義

一、藤原清一、森本三和

子、森本スヱ)

◆２００㍍走　●３年・１位

＝築山杏菜43秒８

◆８００㍍走　●１年・１位

＝池端友香４分33秒２、●６

年・１位＝川口実希３分48秒

２、２位＝二葉菖

◆１５００㍍走　●６年・１

位＝楠本みずき６分11秒９

◆走幅跳　●１年・１位＝池

端友香２㍍15、２位＝津村星

乃心、●２年・１位＝中家美

音２㍍60、２位＝三前英恵、

●３年・１位＝築山杏菜２㍍

71、２位＝森星奈、●５年・

１位＝尾崎紀子(南部)３㍍

９、２位＝内中さつき、●６

年・１位＝川口実希３㍍57、

２位＝楠本みずき

◆走高跳　●２年・１位＝中

家美音・三前英恵70㌢、●３

年・１位＝築山杏菜90㌢、●

晴希95㌢、２位＝松下隆斗、

●５年・１位＝西川哲平80㌢

◆ボール投げ　●５年・１位

＝西川哲平31㍍30、●６年・

１位＝中村心哉45㍍70

■小学生女子の部

◆50㍍走　●１年・１位＝池

端友香(南部)11秒０、２位

＝津村星乃心(同)、●２年・

１位＝中家美音(南部)10秒

０、２位＝白水愛結(同)、三

前英恵(同)、●３年・１位＝

築山杏菜(南部)９秒４、２位

＝森星奈(同)

◆１００㍍走　●１年・１位

＝池端友香21秒７、２位＝津

村星乃心、●２年・１位＝中

家美音19秒８、２位＝三前英

＝中島可南子・中島早弥子

■一般の部

◆３０００㍍走　１位＝玉

口博康(西本庄)14分６秒０

■７チーム参加

▼１位＝清川Ａ(大野慶子、

小田美津穂、中本初美)、▼

２位＝高城(大畑志帆、冨山

美也子、中家典子)

■８チーム参加

▼１位＝Ｔａｋｕｃｈａｎ

(関本卓也、高田英伸、前田

剛志、亀山良子、林いずみ、

本佳則、山本篤司、

庄司真彰、森本彰、

三ツ森清絋、庄司伸

行、片岡隆昭、大野

智哉)、▼２位＝東

本庄(山崎和之、尾

田賢治、中松敬史、

永井良和、東世志

樹、植野篤、東正満、

土畑大人、井口浩

武、森本悟史、笹原

晃、佐々木浩司、永

井一樹、九谷富士

男、坂本貴司)

■一般男子　▼１位＝田野

和芳（鹿島クラブ）・政井浩

二（同）、▼２位＝尾﨑聡

（同）・二葉雄一（同）

■一般女子　▼１位＝郡康

代（鹿島クラブ）・湯川真依

（同）、▼２位＝山下紗代

（同）・栗山千登世（同）

■中学生男子＝▼１位＝湯

川諒（南部）・羽柿友祐（同）、

▼２位＝西嵜龍紀（同）・松

根和輝（同）

■中学生女子＝▼１位＝西

本純怜（上南部）・津村衣澄

（同）、▼２位＝森智美（同）・

栗山優（同）

■12チーム参加

▼１位＝谷口(松下哲也、山
↑



考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
貴
重
な
こ
の
土
地
は
、
ゆ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
、
慎
重
に
、
森

に
返
し
て
い
か
な
い
と
、
自
然
の

営
み
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
町
は
、
少
し
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
こ
の
土
地
へ
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
土
地
の
貴
重
さ
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
う
で
な
い
と
、
森
づ
く
り

が
大
切
だ
か
ら
と
、
性
急
に
進
め

る
と
か
え
っ
て
森
を
壊
す
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
三
里
峰
の
こ
の
土
地
へ
行
っ

て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
役
場
産

業
課(

第
１
庁
舎
内
、
℡
72-

１

３
３
７)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
課
の
職
員
が
現
地
へ
ご
案

内
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
は
こ
れ
か
ら
も
現
地

の
観
察
会
や
学
習
会
、
植
樹
会
な

ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
み
な
べ
百
年
の

森
づ
く
り
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　「
森
」
と
聞
く
と
、
皆
さ
ん
は

ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
？
　

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ

は
、「
大
き
な
木
々
が
い
っ
ぱ
い

生
え
て
い
る
所
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
人
が
、
山
に
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
の
よ
う
な
１
種
類
の
木

を
植
え
、
手
を
加
え
て
、
い
く
ら

大
き
な
木
々
が
育
っ
て
も
、
そ

こ
は
豊
か
な
森
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
持
っ
た
微
生
物
、植
物
、昆
虫
、

動
物
が
生
息
す
る
環
境
が
保
た

れ
て
い
て
こ
そ
、「
豊
か
な
森
」と

言
え
る
の
で
す
。

　
か
つ
て
人
が
壊
し
、
放
棄
し
、

長
い
間
人
の
手
を
加
え
な
か
っ

た
こ
と
が
逆
に
幸
い
し
て
、
再

び
「
森
」
と
し
て
再
生
し
よ
う
と

し
て
い
る
土
地
が
、
東
神
野
川
・

三
里
峰
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
広
報
紙
で
も
何
回

か
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
土
地
は
約
20
年
前
、
民
間
業

者
に
よ
っ
て
サ
ー
キ
ッ
ト
場
と

し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
っ
て
未

完
成
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
の
で

6

シ
カ
な
ど
の
動
物
も
や
っ
て
き

ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、
私
た
ち
大
人
が

小
さ
い
こ
ろ
は
身
近
に
生
息
し
、

そ
れ
ほ
ど
貴
重
な
植
物
、
昆
虫
と

は
思
わ
な
か
っ
た
の
に
、
今
は
絶

滅
危
惧
種
と
さ
れ
る
珍
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
本
当
の
豊
か
な
自

然
を
見
失
い
、
木
が
生
え
て
い
な

い
の
で
森
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
、
殺
風
景
な
こ
の
土
地
で
、

実
は
最
も
豊
か
な
自
然
環
境
が

育
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
環

境
は
変
化
し
て
い
る
、
そ
れ
を
こ

の
土
地
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
土
地
は
、
人
が
自
然
を
壊

し
て
で
き
た
負
の
遺
産
で
す
。
し

か
し
、
森
に
還
ろ
う
と
す
る
自
然

の
営
み
、
こ
こ
に
し
か
生
息
で
き

7

な
く
な
っ
た
貴
重
な
植
物
や
生

物
、
そ
れ
ら
本
物
の
自
然
環
境
を

学
習
で
き
る
、
貴
重
な
宝
の
山
で

も
あ
り
ま
す
。

　
町
は
、
自
然
が
は
ぐ
く
ん
だ
こ

の
土
地
を
守
り
、
さ
ら
に
森
と
し

て
再
生
し
て
い
く
手
助
け
を
す

る
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
百
年

の
森
づ
く
り
事
業(

環
境
保
全
自

然
樹
林
再
生
事
業)

に
と
り
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
主
な
も
の
は
、
▼
17
年

９
月
10
日
、
約
２
３
０
人
が
参
加

し
て
「
み
な
べ
百
年
の
森
・
環
境

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
、
▼
同
９
月

24
日
、26
人
の
関
係
者
が
参
加
し

て
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

森

づ
く
り
の
話
し
合
い)

開
催
、
▼

同
11
月
24
日
、
30
人
の
関
係
者

が
参
加
し
て
第
２
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ(

同)

開
催
、
▼
18
年
３

月
12
日
、
小
学
生
、
製
炭
者
、
町

漁
協
関
係
者
、
地
域
住
民
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
て
ク
ヌ
ギ

や
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
苗
１
０
０
０

本
を
植
樹
、
▼
19
年
２
月
４
日
、

同
じ
く
約
３
０
０
人
が
参
加
し

て
ク
ヌ
ギ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ツ
バ

キ
、
サ
ザ
ン
カ
の
苗
１
２
０
０
本

を
植
樹
、
な
ど
で
す
。

す
。
時
は
流
れ
、
み
な
べ
町
が
こ

の
土
地
を
買
収
取
得
し
ま
し
た
。

　
こ
の
土
地
は
い
っ
た
ん
、

木
々
は
伐
採
さ
れ
、
山
の
土
は

削
ら
れ
て
、
生
き
物
が
い
な
く

な
り
、
そ
の
ま
ま
人
の
手
が
加

え
ら
れ
ず
長
く
放
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。し
か
し
、そ
の
こ
と
や
、

周
辺
が
山
々
に
囲
ま
れ
、
人
の

出
入
り
が
少
な
い
と
い
う
条
件

が
か
え
っ
て
良
か
っ
た
の
で
す
。

　
い
つ
の
間
に
か
、
周
り
の
山

を
削
っ
た
法(

の
り)

面
か
ら
わ

き
出
た
水
が
溜
ま
っ
て
湿
地
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
コ

ケ
や
ヨ
シ
、
ガ
マ
な
ど
が
自
生

し
、
カ
エ
ル
や
、
ヤ
ゴ(

ト
ン
ボ

の
幼
虫)

な
ど
の
水
生
昆
虫
も
住

み
着
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
目
当
て
に
野
鳥
も

や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
湿
地
以
外
の
平
地
に
は
ヤ

シ
ャ
ブ
シ
、
ク
マ
ノ
ミ
ズ
キ
、
ク

サ
ギ
、
タ
ラ
、
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
が

自
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

野
鳥
が
そ
れ
ら
の
実
を
食
べ
、

排
出
さ
れ
た
フ
ン
に
混
じ
っ
て

い
た
種
子
が
芽
吹
い
て
大
き
く

な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

木
々
の
芽
を
食
べ
に
ウ
サ
ギ
や

　
ま
た
、
先
月
の
11
月
５
日(

月)

に
は
、
高
城
地
区
民
な
ど
で
つ
く

る
「
み
な
べ
百
年
の
森
づ
く
り
の

会
」
が
森
林
の
再
生
方
法
を
学
ぶ

勉
強
会
を
開
き
、
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ

ム
工
学
部
の
養
父
志
乃
夫(

や

ぶ
・
し
の
ぶ)

教
授
を
講
師
に
招

い
て
、
高
城
公
民
館
で
森
の
成
り

立
ち
な
ど
の
話
を
聞
い
た
後
、
三

里
峰
の
現
地
へ
行
き
植
物
や
昆

虫
な
ど
を
観
察
し
ま
し
た
。

保
ち
、
外
部
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ

た
め
に
重
要
な
働
き
を
す
る
。
そ

し
て
、
動
物
た
ち
の
水
飲
み
場
で

も
あ
り
、
え
さ
場
で
も
あ
る
。
だ

か
ら
、
森
づ
く
り
は
生
態
系
づ
く

り
の
応
援
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味

で
、
こ
の
土
地
は
大
変
貴
重
だ
。

本
当
の
自
然
に
癒
し
を
求
め
る

人
が
増
え
て
い
る
今
、
宝
の
山
と

も
い
え
る
。
な
く
し
て
は
い
け
な

い
。

　
こ
こ
は
そ
の
ま
ま
で
も
長
い

年
月
が
た
て
ば
森
に
な
る
が
、
少

し
人
の
手
を
加
え
れ
ば
そ
の
年

月
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
皆
さ
ん
で

↑

　
勉
強
会
で
、
養
父
教

授
は
「
大
き
な
木
が

い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
る

だ
け
で
は
、
森
に
は
な

ら
な
い
。
そ
の
周
り
に

ク
サ
ギ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の
低
木

類
、
つ
る
性
植
物
な
ど

が
生
育
し
て
い
る
マ
ン

ト
群
落
、
ス
ス
キ
や
ヨ

モ
ギ
な
ど
の
草
や
低
木

が
生
育
し
て
い
る
ソ
デ

群
落
が
あ
っ
て
こ
そ
、

森
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

群
落
は
森
の
中
の
気
象

環
境(

温
度
、
湿
度
、
風
、

明
る
さ
な
ど)

を
一
定
に

現地での勉強会で説明する養父教授

再生した土地にあったウサギのフン

こ
の
水
た
ま
り
に
ト
ン
ボ
の
ヤ
ゴ
と
か
、カ
エ
ル
と
か
、

い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ
よ
！（

こ
の
写
真
は
平
成
18
年
７
月
に
撮
影
し
ま
し
た
）

三里峰・百年の森づくり事業についてお問い合わせは、産業課(℡72-1337)へ
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「がんばれ、獅子舞」、
10 月28 日(日)、高城
天宝神社で。

▲

縦横無尽にはねる３匹の獅子舞。10 月
28 日(日)、清川天宝神社で。

▲

11月11日(日)、堺・日吉神社
へ御幣を納めにお渡りです。

▲

「お茶を一服召し上がれ」。11 月4 日(日)、南部公
民館での大展覧会のお茶席で。 ▼

「
丹
精
こ
め
た
作
品
ば
か
り
や
ね
」、

11
月
４
日(

日)

、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
大
展
覧
会
で
。

▲

しばし南国ムードを味わってね。11 月
18 日(日)、ふれ愛センターで行われた芸
能まつり・昼の部で。

▲

かわいい！ひかり保育所・園児たちのよさこい踊り。11月18日(日)、
ふれ愛センターで行われた芸能まつり・夜の部で。

　11 月8 日(木)、第1 回みなべ町地域新エネルギービ
ジョン策定委員会が役場第1 庁舎で開催されました。
委員会は自治振興協議会長(区長会長)、農・林・漁・
商工関係団体の代表者などで構成され、委員長には
和歌山工業高等専門学校環境都市工学科教授、中本
純次さん(東岩代)が就任しました。委員会はこれか
ら、町の特性をいかした環境にやさしいエネルギー
ビジョンを策定するために協議を重ねていきます。

「ぎょうさん通るなあ」、11 月11 日、芝・矢谷で。
〔写真奥は梅の郷トンネル(至 田辺市)〕

　11月11日(日)午後3時、
高速道路・阪和自動車道み

なべＩＣ～南紀田辺ＩＣ
間が開通しました。ま
た、10月28日(日)には開
通記念プレイベントが
あり、大勢の皆さんが開
通区間のウオーキングを
楽しみました。

　近い将来必ず起こるといわれる東南海・南海地震。
皆さんは何か備えをしていますか。役場総務課では随
時、防災出前講座を開催しています。今年度も小中学
校や各団体、各自主防災クラブなどを対象に14 回開催
しました( 1 1 月末現在)。注文をいただければ、「いつ
でも」「どこででも」開催しますので、ご遠慮なくご利
用ください。なお、注文の仕方はこの広報紙12 ページ
をご覧ください。

(至
 和歌山市)

10月28日のウオーキング

　11 月21 日(水)、近畿大学文芸学部 村瀬憲夫教授を講師
に迎えて、みなべ学び講座・南部長寿大学開放講座「万葉
集に親しむ」が生涯学習センターで開催されました。会
場には約150 人が来場し、村瀬教授の「万葉集に収められ
た和歌は県内で約120 首詠まれているが、みなべで詠まれ
たものが最も多い。こんなすばらしい歴史を皆さんは誇
りにしてほしい。そして、それを子どもたちにも教えて
やってほしい」という話に聴き入っていました。

11月6日(火)、清川小学校の子どもたちに津波の恐ろ
しさについて話しました
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●天璋院篤姫 上下(宮尾登美子)●
図書館革命(有川浩)●ワタシは最
高にツイている(小林聡美)●マ
ギーの約束(K･ｷﾝｸﾞｽﾞﾍﾞﾘｰ)●私訳
歎異抄(五木寛之)●天声人語2007
年1月～6月(朝日新聞論説委員室)
●ノルディックウオーキングのス
スメ( 松谷之義) ●キッチンリ
フォーム成功塾(福持礼子)●はじ
めての型染め(伊藤純夫・千秋洋
子)●ホームレス中学生(田村裕)

　中学生のための短編アンソ
ロジー。クリスティ、ポー、宮
部みゆきなど、えり抜きの作
品ばかりです。本格派読書家
への第一歩には、とても楽し
くてお勧め！

上南部分館・大人向け
●遠野のザシキワラシとオシ
ラサマ(佐々木喜善)●関口知
宏の地球サポーター(関口知
宏 文･絵)●ファイティング寿
限無(立川談四楼)

　文字で読んでもわかりにく
い実用的な知識を手っ取り早
く仕入れるには、マンガはな
かなかの優れもの。但し、こ
ういう情報はひとつだけを鵜
呑みにするのは危険です。あ
くまでも参考に！

ゆめよみ館・大人向け

あ
さ
の
あ
つ
こ
が
選
ぶ

　
　
　
　
ミ
ス
テ
リ
ー
集

上南部分館・子ども向け
●サフィーの天使(H･ﾏｯｶｲ)●こ
ども世界の民話 上下(君島久子
ほか)●おばけちゃんとことこ
(長野ヒデ子)

　大切なものを失っても、病
気になっても、幸せを見つけ
ることができる。「がんばらな
い」「あきらめない」の鎌田医
師が、出会った人たちの生き
る姿を通して、目の前にある
けれど見えない幸せに気づく
ヒントを教えてくれます。

幸
せ
さ
が
し

鎌
田
　
實(

朝
日
新
聞
社)

ゆめよみ館・子ども向け
●ごみとリサイクル(ポプラ
ディア情報館)●記号のポケッ
ト図鑑1.2(村瀬愛策監修)●源
平盛衰記1-3(三田村信行)●ア
ル・カポネによろしく(J･ﾁｮｰﾙ
ﾃﾞﾝｺｳ)●チンチン電車が走って
た(菅原治子)●銀のロバ（S･ﾊｰ
ﾄﾈｯﾄ)●おしり(さえぐさひろ
こ)●ジャリおじさん(おおた
けしんろう)●おやすみクマタ
くん(ｶｽﾞｺ・G･ｽﾄｰﾝ)

Ａ・クリスティ 他
　　　　(学習研究社)

(生涯学習センター内)

 1日(土) わくわくタイム(10:30　
　～)、おはなし会(14:00 ～)
 3日(月) 休館
 8日(土) おはなし会(14:00～)
10日(月) 休館
13日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
15日(土) おはなし会(14:00 ～)
17日(月) 休館
22日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
23 日(日) 休館(天皇誕生日)
24日(月) 休館
27日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
28日(金) ～1月4日(金) 休館(月末
　整理日含む)
1 月5 日(土) わくわくタイム(10:
　30～)、おはなし会(14:00～)
1 月7日(月) 休館

マ
ン
ガ
で
投
資
入
門

　
今
日
か
ら
私
も「
株
主
」に

池田暁子(集英社)

　

　効率的なそうじの仕方、

　「来年はぼくの年で

　♪ジングルベル、♪ジングルベル、クリスマスのお
はなしなど、楽しさいっぱいです。みんなで来てね！

力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。11
月

６
日(

火)

〜
16
日(

金)

ま
で
ゆ

め
よ
み
館
で
行
わ
れ
た
小
学

生
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

素
敵
な
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
11
月
20
日(

火)

〜
29
日(

木)

ま
で
ゆ
め
よ
み
館
で
行
わ
れ
た

松
下
恭
子
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
展

おいしくて簡単なおせち料理の作り方、新年を迎えるしき
たり、干支のはなし…、いろいろ取り揃えています。ぜひ
参考にしてください。

チュー」、「エ～ン、なんでワタシの年はないのかニャー」。
楽しいネズミの本とネコの本をたくさん集めました。ぜひ
友達やおうちの人と一緒に来てお楽しみください。

　どれも丹精こめて作ら
れた、世界に一つだけの絵
本ばかりです。どうぞ手に
とってご覧ください。
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町
は
、
向
学
心
に
燃
え
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
に

苦
し
く
学
費
を
ま
か
な
う
こ
と

が
困
難
な
町
内
の
生
徒
や
学
生

に
対
し
て
、
貸
付
基
金
を
設
け

修
学
の
た
め
の
経
費
の
一
部
と

し
て
奨
学
金
を
貸
し
付
け
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
新
規
奨
学
生
を

次
の
通
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
対
象
と
な
る
学
校
と
そ
れ
ぞ

れ
の
奨
学
金
額(

月
額)

◎
高
等
学
校 

１
万
５
千
円
以
内

◎
専
修
学
校
高
等
課
程 

１
万
５

千
円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校(

１
〜
３
年

生) 

１
万
５
千
円
以
内
　

◎
専
修
学
校
専
門
課
程 

４
万
円

以
内

◎
高
等
専
門
学
校(

４
〜
５
年

生) 

４
万
円
以
内
　

◎
短
期
大
学 

４
万
円
以
内

◎
大
学 

４
万
円
以
内

◎
大
学
院 

４
万
円
以
内

(

専
修
学
校
は
、
文
部
科
学
省
か

都
道
府
県
知
事
が
認
可
し
た
も

の
に
限
り
ま
す)

■
対
象
者

　
対
象
と
な
る
学
校
へ
入
学
す

る
方
、
ま
た
は
在
校
生

■
申
し
込
み
方
法

　
申
込
書
と
合
格
通
知
書(

写

し
可)
を
教
育
学
習
課
総
務
係

(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
、
℡

74-

２
１
９
１)
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
在
学
生
は
在
学
証
明

書
が
必
要
で
す
。
申
込
書
は
教

育
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
平
成
20
年
４
月

25
日(

金)

午
後
３
時
ま
で

■
採
用
の
決
定

　
選
考
委
員
会
で
選
考
の
上
、

決
定
し
通
知
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
成
人
式
は
１
月
４

日(

金)

で
す
。〔
紀
州
南
部
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
受
付
開
始
12

時
30
分
〜
〕

　
新
成
人
の
皆
さ
ん(

昭
和
62

年
４
月
２
日
〜
63
年
４
月
１
日

生
ま
れ)

、
ぜ
ひ
出
席
し
て
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
す
る
意
義
を

か
み
し
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
懐
か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
せ

ん
か
。
新
成
人
の
お
う
ち
の
方

も
来
場
し
て
共
に
お
楽
し
み
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
一
生
に
１
回
の
式
を

自
分
た
ち
自
身
で
盛
り
上
げ
る

た
め
の
実
行
委
員
を
募
集
中
で

す
。
誘
い
合
っ
て
大
勢
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
教
育
学
習
課

(

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１
階
、
℡

74-

３
１
３
４)

へ
。

　今年を締めくくる第４回定例町議会(12 月議
会)は、12 月 6 日(木)から開会される予定です。
　年末でいろいろ忙しいとは思いますが、ぜ
ひお誘い合わせて傍聴においでください。
　くわしくは議会事務局へ。
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町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
学

習
機
会
を
提
供
し
て
町
政
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
が
よ
り

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
へ
で
も
」

「
な
ん
で
も
」、
皆
さ
ん
か
ら
リ

ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

役
場
職
員
を
講
師
に
、
防
災
、
福

祉
、
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

関
す
る
学
習
情
報
を
、
出
前
講

座
で
お
届
け
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
で
き
る
の
は
…

　
町
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学

す
る
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
で

構
成
さ
れ
た
団
体
、
グ
ル
ー
プ

◆
開
催
日
時
や
場
所
は
…

　
原
則
と
し
て
希
望
の
開
催
日

時
に
応
じ
ま
す
が
、
職
員
の
業

務
の
都
合
で
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催

場
所
は
町
内
と
し
、
申
し
込
み

団
体
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
方
法
は
…

　
希
望
メ
ニ
ュ
ー
、
日
時
、
会

場
、
団
体
名
、
連
絡
先
、
参
加
予

定
人
数
な
ど
を
、
原
則
と
し
て

開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
、
教
育
学
習
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◆
費
用
な
ど
は
…

　
講
師
料
、
資
料
代
な
ど
の
費

用
は
不
要
で
す
。
但
し
、
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、
必
要
と
な

る
材
料
を
用
意
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
あ
り
ま
す
。

◆
そ
の
他
…

　
出
前
講
座
は
、
行
政
へ
の
苦

情
や
要
望
を
お
聞
き
す
る
場
で

は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

す
る
場
合
は
申
し
込
み
を
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

◆
主
な
メ
ニ
ュ
ー
…

　
▽
防
災
、
▽
町
の
財
政
、
▽

ご
み
の
行
方
、
▽
国
民
年
金
制

度
、
▽
く
ら
し
と
税
金
、
▽
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、

▽
子
育
て
、
▽
介
護
保
険
、
▽

上
水
道
、
▽
下
水
道
、
▽
み
な

べ
の
産
業
、
▽
悪
徳
商
法
、
▽

ウ
メ
の
は
な
し
、
▽
道
路
と
く

ら
し
、
▽
地
籍
調
査
、
▽
青
少

年
問
題
、
▽
み
な
べ
の
歴
史
、
▽

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
、
▽

み
ん
な
の
図
書
館
、
そ
の
他

　
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
に
は
金
属
が
含
ま
れ
て

お
り
適
正
に
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
テ
ー
プ

類
だ
け
の
一
斉
回
収
を
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収
日

に
行
い
ま
す
の
で
、
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
類
と
は
別
に
、

テ
ー
プ
類
だ
け
資
源
ご
み
用
指

定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
12
月
４
日(

火)

↓
埴
田
、
梅
ヶ

丘
団
地
、
鹿
島
台
、
片
町
、
新

町
、
北
道
、
上
南
部
地
区
、
熊
瀬

川●
12
月
５
日(

水)

↓
堺
、
南
道
、

中
島
、
芝
、
矢
谷
、
芝
崎
、
東
吉

田
、
気
佐
藤
、
新
庄
、
千
鹿
浦
、

山
内
、
東
・
西
岩
代
、
高
城
地
区

(

熊
瀬
川
除
く)

、
清
川
地
区

　
ご
み
収
集
は
、
12
月
31
日(

月)

か
ら
来
年
１
月
３
日(

木)

の
年

末
年
始
は
休
み
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
次
の
地
域
は
12
月
30

日(

日)

朝
、
燃
や
す
ご
み
を
収
集

し
ま
す
の
で
、
い
つ
も
の
時
間

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
堺
、
中
島
、
芝
、
矢
谷
、
芝

崎
、
東
吉
田
、
高
城
地
区(

熊
瀬

川
除
く)

、
清
川
地
区

　
ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち

込
み
は
、
12
月
30
日(

日)

午
後
３

時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
直

接
持
ち
込
み
の
場
合
も
必
ず
指

定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
し
尿
等
の
収
集
は
、
年
末
は

12
月
28
日(

金)

ま
で
行
い
ま
す
。
(

但
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
収
集

　役場の一般業務は12月28日(金)ま
でです。12月29日(土)から来年1月
3 日(木)までは休みになりますので
ご了承ください。〔休みの間は職員
が交代で日直(２人)にあたります〕
　新年の業務は1月4 日(金)から通
常通り始まります。

を
行
い
ま
せ
ん) 

年
始
は
来
年

１
月
７
日(

月)

か
ら
行
い
ま
す
。

　
来
年
度
採
用
の
町
立
保
育
所

の
臨
時
保
育
士
と
臨
時
調
理
師

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

※
保
育
士
　
若
干
名

※
調
理
師
　
若
干
名

(

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
面

接
で
決
定
し
ま
す)

■
応
募
資
格
　

※
保
育
士
…
保
育
士
資
格
取
得

者(

来
年
３
月
末
ま
で
に
資
格

取
得
見
込
者
可)

※
調
理
師
…
調
理
師
資
格
取
得

者■
採
用
予
定
期
間
　

　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
１
年
間

■
募
集
期
間
　

　
12
月
10
日(
月)
〜
12
月
21
日

(

金)

午
後
５
時
ま
で(
土
・
日
除

く)■
必
要
書
類
　

　
履
歴
書(

市
販
品
可)

、
健
康

診
断
書
、
資
格
証
の
写
し

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
住
民
環
境
課
保
育
所
係



　
現
年
度
分
、
ま
た
は
滞
納
分

を
全
額
納
税
し
た
い
が
、
一
度

で
は
無
理
な
の
で
分
割
し
て
納

め
た
い
と
い
う
方
、
徴
収
の
日

時
を
延
期
し
て
ほ
し
い
と
い
う

方
は
、
そ
の
旨
を
必
ず
税
務
課

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
課
収
納

徴
収
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
税
務
課
は
、
12
月
20
日(
木)

午

後
８
時
ま
で
、
夜
間
納
税
窓
口

を
役
場
第
１
庁
舎(

芝)

で
開
設

し
ま
す
。

　
昼
間
は
忙
し
く
て
な
か
な
か

　
税
金
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
町
は
、
税
の
公
平
を
期
す

た
め
、
12
月
の
滞
納
整
理
強
化

月
間
中
、
県
、
地
方
税
回
収
機

構
と
合
同
で
滞
納
整
理
を
強
化

し
て
行
い
ま
す
。

　
税
の
未
納
が
あ
っ
て
、
役
場

か
ら
督
促
状
、
催
告
状
、
最
終

移
管
催
告
書
な
ど
が
届
け
ら
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
な
い

方
、
ま
た
、
滞
納
を
解
消
す
る

た
め
に
計
画
的
な
納
税
を
約
束

し
た
の
に
守
ら
な
い(

納
税
し

な
い)

方
に
対
し
て
は
、
厳
し
く

「
滞
納
処
分
」(

差
し
押
さ
え
な

ど)

を
行
い
ま
す
。

13

（直通電話）

役場への電話は、時間短縮
　のためにも、できるだけ用事のある
　課の直通番号へかけてください。

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3277
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
 センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

納
税
に
行
け
な
い
と
い
う
方
は

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
、

75
歳
以
上
の
方
と
、
現
在
65
〜

74
歳
で
一
定
以
上
の
障
が
い
に

よ
り
老
人
医
療
受
給
対
象
の
方

を
対
象
に
、
和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

但
し
、
現
在
65
〜
74
歳
で
一

定
以
上
の
障
が
い
に
よ
り
老
人

医
療
受
給
対
象
の
方
は
、
事
前

に
認
定
の
取
下
げ
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
は
、
現
在
加
入

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
社

会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
を
継

続
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
か
、
ま
た
は
現

在
加
入
の
医
療
保
険
を
継
続
す

る
か
を
、
ご
自
身
で
選
択
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
保
健

福
祉
課
老
人
保
健
係
か
ら
通
知

書
を
12
月
中
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
く
わ
し
く
は
そ
の
内
容
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
75
歳
以
上
の
方
は
、
取
下
げ

　
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
自

　
動
的
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査(

経
済
産
業
省
所
管)

が

実
施
さ
れ
ま
す
。
工
業
統
計
調

査
は
、
製
造
業
を
営
む
す
べ
て

の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
の
内
容
は
統
計
法
に

基
づ
い
て
秘
密
厳
守
さ
れ
、
ほ

か
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
ご

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
の
対
象
と
な
る
約
１
２

０
の
事
業
所
に
は
、
年
末
か
ら

年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。



14

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
夜
、
も

し
、
サ
ン
タ
さ
ん
が
自
分
の
家

ま
で
来
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
て
く
れ
た
ら

…
。
お
子
さ
ん
に
と
っ
て
思
い

出
に
残
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
青
年
ク
ラ
ブ
み
な
べ
が
、
保

護
者
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
事
前
に
お
預
か
り
し
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
変
装
し
た

ク
ラ
ブ
員
が
お
子
さ
ん
に
届
け

る
と
い
う
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

大
作
戦
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
大
作
戦
に
応
募
し
て
、

お
子
さ
ん
に
す
て
き
な
思
い
出

を
残
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

★
対
象
　
町
内
の
小
学
２
年
生

　
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
お
う
ち

　
の
方

★
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
届
け
日

　
12
月
24
日(

月)

午
後
６
時
〜

　
９
時

★
お
届
け
料
金
　

　
１
世
帯
５
０
０
円

★
申
し
込
み
方
法

　
12
月
３
日(

月)

か
ら
18
日(

火)

　
ま
で
の
間
に
、
申
込
書
、
お
届

　
け
料
金
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
教

　
育
学
習
課(

生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
１
階)

へ
持
っ
て
き
て

　
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
、
南
部
公
民
館
、
岩
代

　
公
民
館
、
高
城
公
民
館
、
清

　
川
公
民
館
、
役
場
第
１
庁
舎
・

　
第
２
庁
舎
の
住
民
環
境
課
窓

　
口
に
置
い
て
い
ま
す
。

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
各
保
護
者

　
が
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
受
付
は
先
着
50
世

　
帯
ま
で
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
教
育
学
習
課

(

℡
74-

３
１
３
４)

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
青
年
ク
ラ
ブ
み
な
べ
が
第
２

回
な
わ
と
び
大
会
を
次
の
通
り

開
催
し
ま
す
。
親
子
で
、
友
達

同
士
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
と
き
　
12
月
15
日(

土)

午
前

９
時
〜

◆
と
こ
ろ
　
上
南
部
小
学
校
体

育
館

◆
部
門
　
個
人
跳
び
の
部
、
ふ

れ
あ
い
な
わ
と
び
の
部

　
く
わ
し
く
は
、
こ
の
広
報
紙

と
一
緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
こ

の
最
低
賃
金
」

　
県
内
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
時
間
額
６
６
２
円
に
な
り
ま

し
た(

昨
年
は
６
５
２
円)

。
こ

の
金
額
は
今
年
10
月
20
日
か
ら

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
い
て
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は

そ
の
最
低
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
低
賃
金
は
、
常

用
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
臨
時

雇
い
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
（
鉄
鋼
業
、
百
貨
店
・

総
合
ス
ー
パ
ー
は
産
業
別
最
低

賃
金
を
適
用
）。

　
く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
労
働

局
賃
金
室(

℡
０
７
３-

４
２

２-

２
１
７
４)

、
ま
た
は
田
辺

労
働
基
準
監
督
署(

℡
22-

４
６

９
４)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
好
き
な
科
目
を
学
べ
る
通

信
制
大
学
で
す
。

◆
大
学
教
養
学
部
〔
入
学
料
６

０
０
０
円
〜
２
２
０
０
０
円
、

授
業
料
１
科
目(

２
単
位)

１
１

０
０
０
円
〕

　
15
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
選
科

履
修
生
、
科
目
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、
１
科
目
か
ら
で
も

学
べ
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
以
上

で
大
学
入
学
資
格
を
持
っ
て
い

れ
ば
誰
で
も
全
科
目
履
修
生
と

し
て
入
学
で
き
、
卒
業
す
る
と

学
士
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

◆
大
学
院
〔
入
学
料
１
２
０
０

０
円
・
１
６
０
０
０
円
、
授
業

料
１
科
目(

２
単
位)

２
２
０
０

０
円
〕

　
18
歳
以
上
な
ら
誰
で
も
修
士

選
科
生
、
修
士
科
目
生
と
し
て

入
学
で
き
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
20

年
度
第
１
期
生
を
12
月
15
日

(
土)
〜
来
年
２
月
29
日(

金)

ま
で

募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
く
わ
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー

(

〒
６
４
１-

０
０
５
１ 

和
歌

山
市
西
高
松
１-

７-

20 

和
歌

山
大
学
松
下
会
館
内
、
℡
０
７

３-

４
３
１-

０
３
６
０)

へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、http://

www.u-air.ac.jp

で
す
。

　
自
衛
隊
が
自
衛
官
採
用
試
験

を
次
の
通
り
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま

す
。（
①
応
募
資
格
、
②
受
付
期

間
、
③
試
験
日
、
④
入
隊
時
期
）

●
任
期
制
自
衛
官(

２
等
陸
・

海
・
空
士)

　
①
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
子
、
②
年
間
を
通
じ

て
、
③
受
付
時
に
通
知
、
④
採
用

予
定
通
知
書
で
通
知

●
自
衛
隊
生
徒
（
陸
上
自
衛
隊
）

　
①
中
卒(

見
込
含)

17
歳
未
満

の
男
子
、
②
平
成
20
年
１
月
８

日
迄
、
③
１
次
＝
１
月
12
日
、
２

次
＝
１
月
26
日
、
④
平
成
20
年

４
月
上
旬

　
願
書
請
求
、
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所(

℡
０

７
３
８-

23-

０
０
２
０)

へ
。
自

衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、http://

w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/

wakayama/ 

で
す
。
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

(社会福祉センター)
12 月7 日(金)

　～ふれ愛センター～

　12月6日(木)・20日(木) 13:30～15:00

18:00～21:00

13:00～13:3012月11日(火)

13:00～13:30

４ か 月 児 健 診
(平成19年8月生まれ)

12月19日(水)１歳６か月児健診
(平成18年4月・5月生まれ)

　毎年、町が行ってきた健診の内容が、国の方針
に従って来年度から変わります。具体的にどのように
変わるのか、先月号に続いてお知らせします。
●メタボリック健診・特定保健指導の実施主体が市町
　村から各医療保険者に変わります。

南部保育所(℡ 72-4520)
高城保育所(℡ 75-2044)
清川保育所(℡ 76-2251)
上南部保育所(℡ 74-3022)

21日(金)10:00～11:00
21日(金)10:00～11:00
21日(金)10:00～11:00
　お　休　み

9:00～10:30 堺漁港→11:30～13:00 ミナベ
化工㈱様→14:30～16:30 はあと館前(片町)

　　恐れ入りますが
　献血の際、献血カードか、本人であることを証明でき
　るもの(運転免許証など)をご持参ください。

(南部ライオンズクラブ・町共催)

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送ります。

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

12 月17 日(月) 13:00～13:20Ｂ Ｃ Ｇ

対象　生後３か月以上６か月未満のお子さん(やむを得
　ない場合は１歳まで)

12 月18 日(火) 13:00～13:20
対象　平成18年10月・11月生まれのお子さん

麻しん風しん混合(1期)

◆診療科目  内科・小児科・歯科の応急診療
◆診療時間  9:30～12:00、13:00～17:30
◆受付時間  9:00～11:30、13:00～17:00

(田辺市湊・田辺市民総合センター内、℡26-4909)

（メタボリック健診・特定保健指導は各医療保険者
 が実施するよう義務付けされました）

　この講座も３か月目になりました。体験した皆さん
から「体調が良くなった」「少しやせたかな」と好評を
いただいています。まだ未体験という方もぜひ、動き
やすい格好でお気軽にご参加ください。
　前もって申し込みはいりません。なお、参加してい
ただくと、毎回、体組成測定記録をつけています。

　猛暑の夏、暖かい秋と続いてきましたが、さすがに
年末が迫り寒くなってきました。
　風邪やインフルエンザの予防は大丈夫ですか。予防
策は「うがい」「手洗い」が基本です。外から帰ってき
たら、まず、うがい、手洗いをお忘れなく。もちろん
「休養」「栄養」も大切です。
　なお、町は、65 歳以上の皆さんへ10 月末にインフル
エンザ予防接種のご案内を差し上げています(自己負担
として1,000 円が必要です)。
　接種期間は1 2 月末までです。「まだ済ませていない
が、接種しておきたい」という方は、あらかじめ医療
機関に問い合わせてからおでかけください。

来年４月から町が実施するメタボリック健診・特
定保健指導は、国民健康保険(国保)の加入者で4 0
歳～ 7 4 歳の方が対象になります。
国保加入者以外の方(社保や健保などに加入してい
る本人と扶養者)は、加入している医療保険者が実
施するメタボリック健診などで受診できます。
7 5 歳以上の方は、来年４月から創設される県後期
高齢者医療広域連合が実施する健康診査で受診で
きます。
国保加入者と、社保や健保など加入の扶養者(本人
除く)は、町が実施するがん検診をこれまで通り受
けることができます。

※

※

※

※



■高城保、もちつき大会
■人権・行政・登記相談(13:30
～･役場第1庁舎)

1617

■愛之園保、避難訓練
■南部幼、避難訓練(火災)
■こひつじランドつどいのひ
ろば・よちよちきらきら(10:00
～・愛之園保)

■■■■■
●13日(木)13:30～15:30
●役場第1 庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
(人権相談のみ、5日(水)、岩代
公民館でも行います)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
◆登記相談(和歌山地方法務局
　田辺支局員)
■■■■■ 　
●当分、閉室します。連絡は教
育学習課(℡74-2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 12 日(水)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、同ハローワーク(田
辺市朝日ヶ丘 ℡22-2626)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

無 料
秘密厳守( )

◆８日(第2土曜日)→ 8:30～
　16:00、年金相談窓口開設。
◆ 10日(月)→19:00まで年金相
　談窓口の受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■12月議会開会(予定)
■南部小、人権作文発表会(低学
年)
■岩代小、マラソン大会
■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）

■高城保、園外保育
■清川保、もちつき会
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ひまわり(10:00～・愛之園
保)
■南部小、人権作文発表会(高
学年)
■清川小5年、社会見学

■南部幼、おもちつき
■田辺社会保険事務所・年金相
談窓口開設(8:30～16:00)

■青年クラブみなべ主催・第2
回なわとび大会(9:00～・上南
部小体育館)

■愛之園保、県警ひまわり隊・交
通安全教室
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第1庁舎)
■高城小、避難・消火訓練
■年末調整説明会（13:30～･Ｊ
Ａみなべいなみ本所）

■南部保、おもちつき
■上南部保、避難訓練（広域消
防署員が来園、消防・消火訓練
と消防車見学）
■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･愛之園保)
■南部小3年、食育授業参観
■上南部小、マラソン大会
■高城小、持久走大会
■清川小、マラソン大会
■人権相談（13:30～･岩代公民館）
■いきいきソフトエアロ講座
(19:00～・ふれ愛センター)

■南部保、絵本の読み聞かせ
■高城保さくら組、ときわ寮梅
の里へ敬老訪問
■上南部保・南部幼で、南高生
が職業体験(～14日)
■清川小、人権作文発表会
■こひつじランドつどいの広場
マタニティサロン(13:30～･愛之
園保)
■ハローワーク田辺巡回相談
(13:30～・南部公民館)
■いきいきソフトエアロ講座
(19:00～・ふれ愛センター)

■ひかり保、西岩代八幡神社へ
遠足
■愛之園保、おじいちゃん・おば
あちゃんとお掃除大作戦(eco孫
爺)
■南部幼、クリスマス会
■こひつじランド第8回育児講
座ハッピー★クリスマス会(10:
00～・ふれ愛センター)
■麻しん･風しん混合予防接種
(H18年10月・11月生まれのお子
さん)(13:00～･ふれ愛センター)
■岩代小、ふれあい作文発表会
■清川小、クリスマス集会

■南部保・高城保・愛之園保、終
業式

■愛之園保すみれ組、ゆうゆう
館訪問
■南部幼、絵本の読み聞かせ
■白梅幼、クリスマス会
■１歳６か月児健診(H18年4月・
5月生まれ)(13:00～･ふれ愛セ
ンター)

■愛之園保、Ｘmasバイキング
パーティ
■冬休み・おはなし会(14:00～・
ゆめよみ館)

■こひつじランドミュージック
ママ(11:00～・南部公民館)
■４か月児健診(H19年8月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)

■ひかり保、おゆうぎ会
■第3回町内マラソン大会(9:
30集合・10:00スタート、須賀
神社前発着）

■高城小、なわとび集会
■とっておきの会（13:30～･ふ
れ愛センター）
■夜間納税窓口開設(～20:00・
役場第1庁舎税務課)

■高城保、避難訓練(火災想定)
■岩代小、クリスマス集会
■高城小、ふれあい作文発表会

■上南部保・清川保、終業式■南部保、避難訓練
■清川保、避難訓練

■こひつじランドつどいのひ
ろば・はいはい(10:00～・ふれ
愛センター)
■田辺社会保険事務所年金相
談窓口時間延長(～19:00)

12月は
◆共同募金運動(10月1日～12
月31日)

◆冬の省エネキャンペーン(12
月1日～3月31日)
◆大気汚染防止推進月間

■清川中、ふれ愛文化祭(清川
保育園児も参加)
■岩代小ＰＴＡ、アルミ缶回収
■上南部中、廃品回収

■高城保、発表会
■南部小、校内音楽会(13:00～)
■清川小、学習発表会
■南部中、文化祭
■清川中ＰＴＡ、廃品回収

■清川保、発表会
■白梅幼、おゆうぎ会
■高城小ＰＴＡ、空きビン回収
■和歌山県第5団ガールスカウ
ト発団式(13:30～・生涯学習セ
ンター)

■ごみ収集終了

■
(9:00～10:30堺漁港→11:

30 ～13:00 ミナベ化工㈱様→
14:30～16:30片町・はあと館)
■上南部保、クリスマス会
■おひさま広場(保育所開放)、
クリスマス会(10:00 ～/ 南部
保・高城保・清川保)
■南部幼・白梅幼、終業式
■町内各小中学校、終業式

　国民健康保険税(6期)
／介護保険料(普通徴収6期)

■南部幼、ゆうゆう館訪問
■こひつじランドよみきかせ
サークルおはなしおはなし
(10:00～・南部公民館)／つど
いの広場ちくちく(10:00 ～・
愛之園保)
■ＢＣＧ予防接種(生後3 か月
以上6か月未満のお子さん)(13:
00～･ふれ愛センター)

■ごみ収集開始
■成人式
（受付開始
12:30～・紀
州南部ロイ
ヤルホテル）

◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止月間
◆雪崩防災週間(１日～７日)

■ひかり保、終了式

■愛之園保、保育始め

◆世界エイズデー
◆省エネ総点検の日

◆製品安全点検日

◆障害者週間(3日～9日)
◆人権週間(4日～10日)
◆模造品・海賊版撲滅キャン

ペーン(17日～30日)

■し尿収集休み ■堺・中島・芝・矢谷・芝崎・
東吉田・高城地区( 熊瀬川除
く)・清川地区は、燃やすごみを
収集します
■ごみ焼却場(山内)への持ち込
みは、午後3時まで受け付けま
す

　堺、南道、中島、芝、矢谷、
芝崎、東吉田、気佐藤、新庄、千
鹿浦、山内、東・西岩代、 高城
(熊瀬川除く)地区、清川地区

　埴田、梅ヶ丘、鹿島台、片
町、新町、北道、上南部地区、熊
瀬川

〔申し込みと問い合わせは、教
育学習課(℡74-3134)へ〕

♪♪皆様のご来場をお待ち
　しています♪♪♪

■愛之園保、クリスマス礼拝・
祝会
■南部幼、サッカー体験
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了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

出生
死亡
転入
転出

(＋14人）
(－ 7人）
(＋ 7人）
(＋9世帯）

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

111/129(86.0%)
143/181(79.0%)
33/ 35(94.3%)
210/260(80.8%)
107/129(82.9%)
35/ 77(45.5%)
194/264(73.5%)
104/364(28.6%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋2)
(前月比＋2)

公共下水 850/約1,300(65.4%)
(前月比＋7)農業集落排水

(件)(10月31日現在)

10月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

  7,036人
  7,668人
 14,704人
4,698世帯

12人
16人
33人
22人

10月中の異動

　10 月 24 日(水)、日高振興局(御坊市)で、次の婦人防
火クラブなどが日高広域幼少年婦人防火委員会から表
彰されました。これは各クラブとも結成以来1 0 年間、
地域一帯となって防災活動を行ってきたことを賞され
たものです。
○みなべ町婦人防火クラブ連絡協議会

○堺婦人防火クラブ
○片町婦人防火クラブ
○北道婦人防火クラブ
○南道婦人防火クラブ
○芝崎婦人防火クラブ
○東吉田婦人防火クラブ
○気佐藤婦人防火クラブ
○南部保育所幼年消防ク
　ラブ 表彰式に出席した皆さん

　青年クラブみなべの有本圭吾さん
(東岩代)が、11 月9 日(金)～ 12 日(月)
まで東京都で開催された第5 6 回全国
青年大会( 日本青年団協議会など主
催)・意見発表の部で最優秀賞に選ば
れました。

　発表のタイトルは「梅農家の挑戦～僕らの野菜作
り」。岩代地区の梅
農家の青年たちが
中心になって取り
組んでいる野菜作
りを通して、もの
作りの大変さ、そ
れを経験豊かな年
長者に助けられな
がら仲間と共に少

有本圭吾さん

しずつ克服していったこと。仲間と一致団結して行っ
たこの経験を通じて青年クラブの活動のおもしろさを
より実感したこと。そして、今後、仲間と力を合わせ
て、町と梅産業を盛り上げていきたい、全国へその熱
い思いを伝えていきたいと、みなべ弁を交えながら発
表しました。
　なお、青年たちは今年も野菜を作りました。彼らの
思いをいっぱい吸収したおいしい野菜が食べたいとい
う方は℡72-4166 へ電話してくださいとのことです。
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